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◎
通
常
理
事
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て 

令
和
６
年
度
第
６
回
通
常
理
事
会
が
１１
月

28
日
、
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
理
事
・
監
事
が

出
席
し
て
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

【
議
案
】 

① 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

 

入
会
申
込
者
10
名
（
男
９
名
・
女
１
名
） 

②
配
分
金
見
積
基
準
価
格
表
の
改
定
（
案
） 

 

に
つ
い
て 

 
 
 

 
 

③
令
和
６
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
２
回
） 

 

案
に
つ
い
て 

④
第
３
次
中
期
計
画
の
一
部
変
更
（
案
）
に 

 

つ
い
て 

⑤
弔
慰
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正(

案
） 

 

に
つ
い
て 

⑥
講
師
等
の
謝
金
に
関
す
る
内
規
の
一
部
改

正
（
案
）
に
つ
い
て 

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】 

①
令
和
６
年
度
事
業
実
績
（
１０
月
分
）
に 

 

つ
い
て 

②
プ
ラ
チ
ナ
会
員
申
込
者
に
つ
い
て 

③
職
員
採
用
試
験
実
施
状
況
に
つ
い
て 

④
そ
の
他 

会員数 ４０４ 

 男  ３２７ 

 女   ７７ 
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新

年

の

ご

挨

拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 

山 

下 

精 

久 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を 

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
、
香
芝
市
当
局
の
格
別
の
ご
支
援
と
関
係
機
関
、
市
民
の
皆

様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ
・
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
が
流
行
し
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
は
年

末
年
始
に
か
け
て
増
加
局
面
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
対
応
策
と

し
て
、
密
な
環
境
を
避
け
て
換
気
を
行
な
い
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取
と
適
度
な
湿
度
（
４
０
か
ら
６
０
％
）
の
保
持

お
よ
び
感
染
者
の
タ
オ
ル
や
食
器
な
ど
を
分
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
外
出
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
外
出
後
の
手
洗
い
・
手

指
消
毒
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

香
芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
康
に
十
分
留
意
し
て
仕
事
に
邁
進
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
役

職
員
は
普
及
啓
発
活
動
と
事
業
拡
大
を
図
り
、
会
員
諸
氏
の
就
業
機

会
が
増
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
『
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
』
の
理
念
を
も
と
に
、
健
康
の
保
持
と
安
全
就
業
に
心
が
け
て
、

誠
実
で
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
当
局
並
び

に
関
係
機
関
の
ご
期
待
に
応
え
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー

づ
く
り
の
た
め
に
、
倍
旧
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



 ２ 

就
業
中
の
事
故
に 

注
意
し
て
下
さ
い 

議
案
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】 

◆
清
掃
奉
仕
活
動 

昨
年
１０
月
１９
日
（
土
）「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

に
、
事
務
所
周
辺
及
び
近
鉄
下
田
駅
付
近
で
清

掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

会
員
さ
ん
と
役
職
員
合
わ
せ
て
２８
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た 

                

◆
「
香
芝
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」 

昨
年
１１
月
３
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
香
芝
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
当
セ
ン
タ

ー
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
お
も
ち
ゃ
遊
び
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
、
さ
つ
ま

い
も
や
メ
ダ
カ
の
無
料
配
布
で
は
、
行
列
が
出

来
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

                  

     

昨
年
、
就
業
中
の
物
損
事
故
が
４
月
に
２
件
、

５
月
に
1
件
、
６
月
に
1
件
・
8
月
に
1

件
・
9
月
に
１
件
・
１０
月
に
１
件
の
合
計
７

件
、
ま
た
人
身
事
故
が
６
月
に
１
件
・
１２
月
に

１
件
な
ど
が
９
ヶ
月
の
間
に
発
生
し
ま
し
た
。 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、「
安
全
心
得
」
を
再
確

認
し
、
事
故
防
止
に
務
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

《
安
全
就
業
の
心
得
：
み
ん
な
で
守
ろ
う
１０

ヶ
条
》 

①
作
業
は
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り 

あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。 

②
機
械
等
を
使
用
す
る
際
は
、
必
ず
使
用
前

に
点
検
す
る
こ
と
。 

③
服
装
等
は
、
作
業
に
合
っ
た
動
き
や
す
い

も
の
に
す
る
こ
と
。 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
運
動
を
し
て
体

を
ほ
ぐ
す
こ
と
。 

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認

識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。 

⑥
作
業
場
所
は
常
に
整
理
整
頓
を
心
が
け
る

こ
と
。 

◆働く喜びと社会参加の輪を拡げよう◆自主・自立・共働・共助◆安全就業 
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◎事業実績について 

 本年度の事業実績は１１月末現在の契約金額（累計）が１億４，２４３万円で前年

同月と比較して１９２万円、率にして１．３％の減となりました。 

 労働者派遣事業に於ける４月から１１月の受注件数は３５件で、契約金額（累計）

は、２，５５７万円となりました。前年同月と比較して件数は２件の減ですが、契約

金額は１５１万円の増となりました。 

就業実績（１１月） 

月間就業実人員         ２４０人   月間就業率        ６０.９％ 

１日平均就業人員    ９８.５人  １日平均就業時間    ４.０時間 

１月平均就業日数    １２.３日  １月平均配分金額  ６６,９１８円 

 

 

男女別就業実人員（４月～１１月） 

就業実人員  ２８６人（男２３０人・女５６人）  就業率 ７２.６％ 

※ 派遣事業を含む   就業実人員 ３４０人  就業率 ８２.９％ 

区　分

仕事の区分 件 数 配 分 金 件 数 配 分 金 件 数 % 配 分 金 %

専門技術群 2 4,700 2 6,100 0 0.0 △ 1,400 △ 23.0

技　能　群 660 15,859,650 693 15,763,157 △ 33 △ 4.8 96,493 0.6

事務整理群 1 40,700 3 49,400 △ 2 △ 66.7 △ 8,700 △ 17.6

施設管理群 108 45,468,420 112 49,287,780 △ 4 △ 3.6 △ 3,819,360 △ 7.7

一般作業群 1,108 52,986,575 1,160 51,172,262 △ 52 △ 4.5 1,814,313 3.5

サービス群 33 279,740 33 324,440 0 0.0 △ 44,700 △ 13.8

その他 1 27,200 1 100.0 27,200 100.0

計 1,913 114,666,985 2,003 116,603,139 △ 90 △ 4.5 △ 1,936,154 △ 1.7

仕事別配分金実績（４月～１１月）
単位：円

令和6年度 令和5年度 対　前　年　比　較

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正
確
に

行
う
こ
と
。 

⑧
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事

故
に
気
を
つ
け
る
こ
と
。 

⑨
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で

就
業
す
る
こ
と
。 

⑩
仕
事
の
前
日
に
は
、
十
分
に
睡
眠
を
と
る

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。 

【
お
願
い
】 

➀
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

令
和
６
年
度
の
年
会
費
（
二
，
二
〇
〇
円
）

は
、
昨
年
３
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
頂
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

未
納
の
方
は
、
ご
足
労
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
至
急
に
事
務
局
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

➁
事
務
局
へ
電
話
を
さ
れ
る
と
き 

先
ず
、「
会
員
の
○
○ 

○
○
で
す
」
と

フ
ル
ネ
ー
ム
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
さ
ん
と
お
客
様
と
の
判
断
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

                          

                          
 

仕
事
中
に
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が

起
こ
っ
た
と
き
は
、
応
急
措
置
を
取
り
、
医
師

の
診
察
を
受
け
、
必
ず
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
７
９
）
６
６
０
１ 



 ４ 

                      
 

《 配分金収入に対する所得税（令和６年分） 》 

◎配分金支払証明書について 

 配分金支払証明書は、会員の皆様が昨年中に当センターから仕事の提供を受けて就業し、センターが支払った配分金

の支払総額を証するものです。 

 この証明書は、確定申告（税務署）や市民税・県民税申告の提出（市役所）に必要です。 

◎配分金に係る所得税の確定申告、市民税・県民税の申告について 

 会員のみなさんに支払った配分金は所得税法上「雑所得」に区分され、会員各自において、令和７年３月１７日（月）

までに確定申告をしていただく必要があります。 なお、所得税が非課税の方でも市民税・県民税については、市役所

税務課へ申告してください。 

◎『配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて』 

配分金収入に対しては、「租税特別措置法」第２７条の適用により、５５万円を上限として最低保障必要経費が認めら

れております。配分金と給与所得がある場合には、給与所得控除（最低５５万円。ただし、収入金額を限度とします。）

が受けられますが、その場合、配分金収入に係る上記の最低保障必要経費（５５万円）は、５５万円から給与所得控除

額を差し引いた残額が最低必要経費となります。公的年金を受給している会員は、配分金収入とは別に公的年金等控除

を受けられます。 

【計算例示】 センターのある会員（６６歳）の年間収入は次のようなものでした。 

① 公的年金収入 ２００万円 

② 給与収入    ６０万円（シルバー派遣による賃金） 

 ③ 配分金収入   ８３万円（実際に要した経費 ３０万円） 

（１）公的年金収入に係る計算 

2,000,000 円（公的年金収入）－1,100,000 円（公的年金等の控除額）＝  900,000 円（A） 

※ 割合や控除額については、「公的年金等に係る雑所得の速算表」（税務署にあります。）から算出してください。 

（２）給与所得（派遣賃金）にかかる計算 

600,000 円（派遣賃金） － 550,000 円（給与所得控除額）＝  50,000 円（B） 

（３）所得金額調整控除額 

 給与所得金額（B）50,000円＋公的年金等（上記（1））の所得金額（上限 10 万円）100,000 円－100,000 円 = 50,000

円 (C) 

（４）配分金に係る計算 

830,000 円（配分金収入）－ 300,000 円（必要経費）＝  530,000 円（D） 

（５）所得控除及び所得税額 

  900,000 円(A) ＋ 50,000 円(B) －  50,000 円(C) ＋  530,000 円(D)     ＝1,430,000 円（所得金額） 

1,430,000 円（所得金額）    －    480,000 円（基礎控除）           ＝  950,000 円（課税所得金額） 

   950,000 円（課税所得金額）   ×    5 ％（所得税率）           ＝  47,500 円（所得税額） 

      定率減税             × 1 人                ＝  30,000 円（所得税額）       

    17,500 円（所得税額）   ×   2.1％（復興特別所得税率）      ＝      300 円（復興特別所得税額） 

    17,500 円（所得税額）    ＋    300 円（復興特別所得税額）        ＝    17,800 円（納税額） 

●令和２年分より次に該当する者の総所得金額を計算する場合に、所得金額調整控除額を給与所得から控除します。 

適用対象者はその年分の給与所得控除後の給与等の金額と公的年金等に係る雑所得の金額がある給与所得者で、その合計額が 10 万

円を超える者、また所得金額調整控除額とは{給与所得控除後の給与等の金額(10 万円超の場合は 10万円) ＋ 公的年金等に係る雑所

得の金額(10 万円超の場合は 10 万円)}－10 万円＝控除額です。 

●定額減税の対象は令和 6 年分の所得税及び令和 6 年度分の個人住民税です。 

納税者及び配偶者を含めた扶養家族 1 人につき、令和 6年分の所得税 3 万円、令和 6 年度分の個人住民税 1 万円の減税を行います。 

なお、上記以外の収入がある場合の所得控除及びその他の控除については、葛城税務署にお尋ね下さい。 

○葛城税務署 ℡０７４５－２２－２７２１     


